第942回 生物科学セミナー
日時：　　11月7日（水）　16:40-18:10
演者：　　堀口　吾朗　准教授 （立教大学理学部生命理学科）
演題:　葉の発生を制御する転写・翻訳制御と情報伝達
一枚の葉を形作るには、細胞の増殖・分化を器官形成の枠組みの中で精密に制御する必要がある。では、そのような細胞の振る舞いを決定し、秩序正しい構造を生み出す仕組みはどのようなものなのだろうか？我々の研究グループは、葉の形態・サイズが変化したシロイヌナズナの突然変異株を収集し解析を進めてきた。その結果、ANGUSTIFOLIA3 (AN3)という転写制御因子の一種が、1)葉の細胞増殖を促進し、葉の形態と器官サイズを制御すること(Horiguchi et al., 2005)、2)その器官サイズ制御系は、細胞増殖と細胞伸長とを細胞非自律的に協調させる仕組みと連動していること(Kawade et al., 2010)、3)AN3は葉の表裏のパターン形成にも関わること(Horiguchi et al., 2011a)、4)子葉において根の異所形成を抑制していること(Kanei et al., 2012)などを通じ、多様な機能を持つことを明らかにしてきた。また、リボソームタンパク質の欠損変異株が、葉の細胞増殖の低下、葉の形態の変化、葉の表裏の制御に異常を示すことなどを見いだしている(Horiguchi et al., 2011b)。現在、リボソームと葉の発生制御との関係についてさらに解析を進めており、最新の知見を紹介したい。
参考文献

Horiguchi et al. (2005) Plant J., 43, 68-78.

Kawade et al. (2010) Development, 137, 4221-4227.

Horiguchi et al. (2011a) Plant Cell Physiol., 52, 112-124.

Horiguchi et al. (2011b) Plant J., 65, 724-736.

Kanei et al. (2012) Development, 139, 2436-2446.

場所：　理学部２号館　　２２３号室　 
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・発生進化研究室
